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ンとしての経常）としてiヨ立化することが期待されてい  

るといえる。   

本稿では，三教典菰野町のAN常戯組合の爽憩分析の  

挙例を通して，現状での企紫老機能の不十分性，限界性  

をふまえつつ，「経営」の自立化のための展望と問題点  

をさぐろうとするものである。爽態分析の中心となる経  

営分析は，常盛観合の振替伝業・各様領収番・謂求潜の  

繚り，元弓産額より，複式静紀の方法に準じてf昭和55年か  

ら57年までの財務猪袈を作成し，また作発明椒袈，労働  

日縫等も用いて行なった。  

Ⅰ．予備的考察  

壬．生産組織及び受賓託の動向   

受託組織に関する分析を行なうにあたって，まずは生  

産組織と作業・経常受蜜詑の，金閣及び今回挙例として  

とりあげた三寵児菰野町を食む東海地方における動向を  

簡単にみておこう。   

袈1より全国の生産組織の動向をみると，昭和47年よ  

り鵬欝して増加しており，55年は4万5，613となってい  

る。翻塾別には，共闘利用組織の著しい増加，魂瀾蘭瀾  

組織・協業経常の減少，51年まで増加していた受託組織  

の減少額向への艦化，等がうかがえる。  

1970勾司・℃に入ってその増加が注目されていた受託組織  

がなぜ減少に紅じたかについて村松功已氏は次のように  

述べている。「この受紀組織の増減寮因にふれてみると，  

この組織に参加している頗家割合は全国で1・0％である  

が，釆北，北陸など参加率の商い地域で組織数が減少し   
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は し が き  

近年わが国の稲作虚栄では，作業受賓紀・経常受委託  

の進展蔓こ伴って受紀組織の動向が注目されている。なか  

でも東海地方は，安定兼業化の進行と共に受託組敢の増  

加が他地域に比べ顕著で，山部にば地域戯灘を担う新た  

な経営体として企薬約展開を図る受託組織も現われてき  

ている。確かに効率性原理からすれば，受託組織も企業  

的経常が秘めて有効な形態であるのは当然であろう。し  

かし現爽の多くの受託組織は，補助金がらみで成立し，  

行政組絶や鹿協への依鼠 オペレーターの低質金轡がみ  

られ，企業的な経常発展に対する制約条件を内包してい  

るものが少なくない。しかしながら，それらの組織は社  

会的な棄簡によって成立しているので，山特約な率薬対  

応でなく，家族経営の経常機能を補充し，代替する機構  

を十全に発揮するように「経常」（ゴーイング・コンサー   

昭和59年10月25日 党員呈  
＊長野県彪波紋合流験場  
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義1偽薬堂鹿組織総数の類型別推移（′釧溺）  

1976   1980   
増  減   

72こヶ7676→80   

虚業生産組織轟  38，150  d5，613   8，937   7，463   

共同利用紙級 13，025  20，148  31，641   7，123 11，493   

水  稲  5，093  8，970  14，929   3，877  

交  戦   150  1，6i9  l，469   

施設一刻芸  531   564  1，214  33   650   

野栄（路地）  378   702  2，103   324  1，401   

果  樹  4，462  4，848  4，268   366  △  580   

番  茶  2，541  2，269  2，581  ／＼272  312   

そ の 他   2，645  4，927  Z，282   

△756               集団栽培組織  6，275  5，519  3，037   △ 2，482   

受 紀 組 織  2，788  4，569  4，05S   1，781  △  511   

協基経営組織  4，511  3，806  3，738  △  705  △  68   

畜産生慮組織  2，61d  4，108  3，139   1，494  △  969   

（出典）村桧功己「燈糸生産組織の推移と構造変化」  

磯辺授彦・窪谷順次編著F日本偽薬の構造分析透幾林統計協会，  
1982年，P．256による。   

注）1972年，197網三は軒戯発生慮組織調査報告啓透  
1980年は『戯基灸落邪悪報告啓』と『1980年他界戯林菜センサス  

結果』による。  

ている。したがって，機械の普及に伴って水稲作での受  

託組織（受託組織の79．5％1）鵬引用者）が，減少したの  

ではないかと推測されるのである。他方，米梅などのよ  

うに既に受託化がかなり進んでいて，しかも引き続き光  

栄化が著しく深化している地域では増加しているのであ  

る2〉」と。このように地域的には大きな差違が生れている。   

受託組織の展開は，新作作発受委託や経常費委託（貸  

貸借）の動向と密接にかかわってくる。袈2より，水稲  

作の作梁を臍負わせた鹿家数と薗磯の勤番をみてみよう。  

臍負わせた爽鹿家数は昭和45年より減少傾向にあるが，  

水稲収穫虚家数に対する割合は55年において30％近くに  

なっている。作紫別には餅超・代かき作紫が減少してお  

り，稲刈作発は一瓢して増加，田植作業も55年では増加  

に転じている。   

飽地賃貸借については，貸貸借と小作料の勒引こつい  

て強理した島本氏によると射，昭和58年末で利用権改定  

面磯は13方3千haに適したという。紺年虚林業センサ  

スの借地両横は26万haあるれ 実際にはこの2倍はあ  

るのではないかといわれている。貸借の内容は，貸借銅  

閣の盛期化，より経常規模上層への借地幾中など，借り  

手の経常安定に結びつく動きがみられるようになってい  

る。  

嚢2水翻傭を酎負掴た錮数と醐   単位（窯家葦……ぷ3監  

綿け負わ  
せた爽農  洒負わ  

家数   

昭爛孝   

1，707．2  5‖．1  ユ99．2  i，452．i  491－5  ユ，330．9  452．5  398．5  178．7  348．6  204．7  164．7  84，0  153，1  】33．4  45年     ユ，489．9  501．0  i，392．6  460．7  353．6  146．8    3ま8．2  129．2  50年  1，252．7    966．2  345－5  891I9  311．6  37ユ．0  ユ37．3    546，9  205．8  55年  1，134．3    675．5  260．2  630．5  242．9  487．3  178．3  334．0  228．1  708．6  271．7   
妓1）ポケット鹿林水産統計による（腰莱センサスの結果資料）。  

2）昭和55年は、「稲刈・脱穀」の数値である。  
3）水稲収機腰磯数に対する細け負わせた爽農家数の割合は、45年よi）36．7％、30．4％、29．6％となりて  

いる。   
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袈3 東海三終の稲作関連生産組紙   

43年2月  47年8月  51年7月  52年7月  53年7月  54年7月  55年7月  56年7月  岐 阜  愛 知  三 並   

総  数   1，220  1，727  2，126  2，247  2，438  2，592  2，733  2，856  1，301  848  707   

共同利用組織   872  751  888  929  1，000  1，042  1，103  1，149  641  233  275  

うち水稲   143  329  461  478  520  527  562  569  351  94  116   

廉団栽培組蘭   384  309  398  416  444  476  485  508  84  246  ま78  
うち水稲   384  14  55   47   

受託虚業経常  10  3ま   31   34   43   43  46   5  31   10   

組織戯作発  250  352  381  438  470  520  563  306  167  90   
協基経儲●組織  225  222  233  236  248  239  233  87  62  84   

注1）東海農政局銃刑・情報部「東海の虚業生塵紙級名凱昭和57年1月による。   
2）蕊複組級（ひとつの組絶が共同利用も受紀事業も行なうような場合）では、その両方に計上されてい  

るため、かなりの蕊複がある。総数は、単純食倒したもの8  

嚢4 東海三県の作業受褒紀に関する拍梗の比較  

主に組織へ水稲作作粟を  農家100声当たり機械台数  
渕負わせた戯箪の割合3）   （瑚  （個人有＋敷戸炎有）  ㈲  

滴負わせ農 家割合2）㈲               耕 麗  代かき  川 柚  収 機  豹力削ん機 農臓トラクター  捌低機  自脱彗当 コンバイン  バインダ… （結束劉   

岐阜瀾  40．1   39．5  39．2  35．7  35．6   83   37   15   40   

愛知鼎  46．1   35．2  34．6  33．1  36．0   86   31   10   31   

三薫輿  25．6   11．6  ユ0．9  12．0  11★1   89   45   35   28   

全 回  29．6   19．2  18．1  15．8  ユ8．1  91．6  40．9  19．9  36．5   

注 1）農林楽センサスによる。  
2）は、水稲栽培農家に対する水稲作作薬を酒負わせた爽鹿家数の割合。  

3）は、水稲作作衆を璃負わせた農家のうち、主な相手先が組織である鹿家の割合。   

が高くなるとともに，全国的には減少に転じた受託組織  

が一層増加し，この10年間に2倍強に増えている（袈  

3）。県別の特徴をみると，愛知典の受託組織数は水稲  

の共同利用組織数を上回り，経常受託を行なう組織が目  

立って多い。岐阜県では共同利用組織がよく発途してお  

り，それらの多くが受託を兼ねて行なっている。芸濃県  

の敦盛組織は他の2掛こ比べて数的にも劣るが，当初よ  

り受紀を目的とした組織の割合は商い㌔   

水稲作作業の調負わせ戯家の割合はほぼ受託組織の展  

開状況と符合している（寂4）。  

2．受託粗放の存在意車   

受託組織の麓要性あるいは将来的期待として，個人経  

常や共同利用紙穐と比べた場合，次のような挙があげら  

れよう。   

以上のような受託組織の減少，作発姿紅塵家数の停滞  

は，磯城の潜及過程とのかかわりが大きいと思われる。  

しかしながら，機械の更新期における作業委紀回復の見  

込み4），典同利用組級におけるオペレーター労働の機能  

分化の進行，飽地貸借の安定化，等からして，なお受託  

組織の動向は注目されていると貰えよう。とりわけ，今  

回の綱姦対象地域のように，兼紫化が著しく，個人の受  

託者が1一分背ちにくい地域では，受託組織への馴引こは  

少なからぬものがあると思われる。   

東海地方は第2梯発光鹿家率が85．4％（19醐準）と安  

定兼業化が進むと共に，作紫委託・経常委託常襲が比較  

的幅広く創出されている。作業委紀や経常賓託の受け手  

としては，家族経常のみならず，市町村や農協等の指導  

援助による組織的な生産主体の形成が進んでいる。   

発露の生産組織は金閣動向と異なり，扱近年の増加率  
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1つは，地域全体の稲作生産力の維持・向上といった  

役割があげられる。すなわち，第2梯兼業戯家が放発す  

るような，あるいは来行しえないような経常機能を片が  

わりし8），社会的にも機械の効率利用による生産費の低  

減を図ることである。個人の受託者や共同利用紙繊も，  

同様な役割を担っているが，受託組織の場合，その受託  

能力の大きさからして，地域の新たな虚栄生魔王体とし  

て期待が大きいと薯える7）。   

2つば，受託組織のトトにはかなり独立した会計主体を  

持つものが現われてきているが8），その事の麓蛮性であ  

る。盈体的には作業料金の事前決定，減価償却費の費用  

化，純収益の明確化等である9）。このような会劉・方式の  

採用は経営体としての側面がより自立化してきたことを  

示しており，共瀾利用紙繊が個々の参加鹿家の経営‡乳棒  

に従いそれを補完するのとは内容を異にする。すなわち  

経常自体の純収益の増大をめざすことが可能となり，虚  

業の企粟的経営へのひとつのステップにもなりうると思  

われる。   

敢後に，地域的な虚業後継者の確保の問題がある。個  

別彪家では家族協紫の崩建とワンマンファーム化が進ん  

でおり糊，虚業後継者の確保・宵成がかなり厳しい状況  

になっている。また今日の‡ヨ本虚栄を支えてきたと言わ  

れる昭和一ケタ慨代がリタイヤする10年後，15年後にド  

ラスティックな変化がおきるとする窓鬼11〉も，後継者瀾  

題にからんでのことである。受託組織の経常としての自  

立化は地域虚業の担い手，後継者の育成を可能にする一  

つの方法となろう。  

3．経営体としての自立化   

舷盛観穐を経営体としてとらえるかどうかは議論が分  

かれるところであり12），またそれは組織の実態により輿  

なるであろう。だが受託組織に関しては，兜に述べたよ  

うな独立した金劉・主体の存在，それに伴なって組織に帰  

属するところの純収益の追求，受託組織の仕事を嘉莱と  

しそこから三三な所得を稗るオペレーターの出現，等がみ  

られる場合，その経営体的側面の把握がより蛮栗になっ  

てきていると思われる13）。だが，受紀組織が経営体的側  

面を強めていき，企業経常へと純化していくのかについ  

ては，はしがきで触れたとおり制約条件をもつものが少  

なくない。   

本稿では，そうした制約灸件をかかえた受託組織が，  

経営体的側面の充実及びゴーイング・コンサーンとして  

の経常の筐†立化をどのように因っていくか，その過程と  

問題点を一事例をとおして明らかにするものである14）。  

「経常15）」（ゴーイング・コンサーンとしての経常，以  

下同様）の‡∃立化の条件としては，次の2点が蓋栗であ  

る。ひとつは労働力の確保である。これは先に述べた後  

縦者の確保・育成にかかわる間蔑であるが，嬢営的には  

邸従のオペレータ岬に他鹿瀬並み所得を確保していくこ  

とである。もうひとつは，資本の維持・拡大である。盈  

体的には，補助金や組合員家劉・からの持ち糾しなしに，  

機械施設の償却・更新を独自のカで図っていくことであ  

る瑚。なお，経常には，上紀の経営要素を結合させるマ  

ネジメント機能が不可欠であるH）。しかし当該受託組織  

では統合・調整機能は持つものの，企業者機能が乏しく，  

この点の考察は深められなかった。  

ⅠⅠ．AN営遜組合の設立背景と諸特徴  

王．営鹿組合の成立欝濃   

り 菰野町の虚栄概況   

菰野町は四日Ⅵ手て首の西隣にある人口3万人（55年  

29，373人）の虚村地稲であった。近年，四日市市や名古  

屋近辺のベッドタウンとしての人口の増加も著しい。産  

業別就業人口割合では，昭和45年32％各占めていた第1  

次鹿楽人日が55年には3分の1のわずか10％にまで減少  

している。それでも県下では有数の虚業地符の1つに数  

えられており，畜産や茶が名高く，殿下戯初のカント  

リーエレベwクーや金茶崎な受託組腰AMCの存在など  

進取性に豊んだところである。   

戯粟構造はこの20年間に大きく変化した。帽35年にな  

お38％あった軍楽鹿家は10年彼の45年にはわずか3％に  

まで減少した。35年に36％であった第2梯光栄鹿家はセ  

ンサスどとに増加し，50年には94％にまでなっている。  

箪2梯光栄鹿家の申では恒常的勤務の戯家割合が73％  

（55年）で，いわゆる安定頚陀莱虚家が多い。   

兼業深化のなかで仁稲単作化が進み，稲餌場卜一経常の  

割合は77％をおめている。郷地の81％1，629baが水田  

であるが，米の平均反収は400kg前後である。経営規  

模別の戯家鍬荻の動きでは1～2ぬ層の大幡な減少と，  

＝1a未満，および2ぬ以上層の微増がみられる18）。   

機械化は早くから進むとともをこ，駿協有のカントリー  

エレベーターやライスセンターも導入され，党費託をも  

含む機械の利用率は90％前後になっている19）。   

このような機械化・受委託の進展を支えた襲因の1つ   
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嚢5 利用権紋蒐グ）状況   

墳l∃  

数   
貸借  

．ン毒ミ   
畑   

莱  し ぎ）  

㈹   i満   

昭和51年3月311ヨ   10  5   

52年3月31rヨ   168   0   5  2   

53年3月31日   150   0   2  2   

55年2月20日   39  ユ37   4  7   

55年12月26日   9   10  549  0  549  549  0              5  168  0  ユ68   】68  0                2  150  0  150  150   0                 8  176  152  24  24  152               9  197  163  35  74  119  142   55   8      56年12月21日  70  2，127  2，004  123  1，511  616  2，100  27   64   43  57年12月21日  ／15  ユ，147  1，112  36  882  265  1，147   0   42   28   
注1）森野町「磯用地利用増逆潮溜紳）檻黎」による。  

託や利用薇の設定を受ける，というものであった。しか  

し般終的には鵜ケ隊地区の受託組織AMCを竜デルとし  

たAN常腿組合（任意組合）が地区内戯作業の省力化，  

能率的な良質米の生産およびライスセンターへのばら籾  

入荷の災中化の緩和等を目的とし結成されたのである。   

組合虜となったK氏は朝上欄部土地改良区第2地区の  

番貴慮をしている関係から，昭和53年亥どろ役場と農協  

より組合結成の許を持ちかけられた。K氏は在住する杉  

谷強落の中では山番経営面傾が火車く，父親の死後それ  

まで勧めていた測盛会枚を昭和52年にやめ，農業にカを  

いれていこう，とする時であった。そこでK戌が中心と  

なって5名の仲間を集め，54年9月結成するに至った。  

国輝補助金と制度金融で戯機具格納庫の建設とおもな機  

械の導入を図り，55年4月より作業の受託を開始した20）。  

2）組合艮鹿家の概況   

表6に組合鼠虚家の概況を示した。K氏の借入地327  

aはK氏名儀で利用権設定を受け常彪組合にて耕作して  

いるものである。これを除いてもK氏の経常面積は之04  

aであり，他の4名の平均経常僚機60aと対照的である。  

したがって必ずしも地区内の稲作尊紫的腿家が集まった  

わけではない。5名は金鼠杉谷簸落に住んでおり，K氏  

が人間関係を教祖し，気の合った仲間を集めた という  

率である。そもそも第2櫛兼液化が著しい地区であり，  

たとえば安城市における常飽組合のように啓発志向鹿家  

を葬ることば難しいところであった。   

H氏以外の組合鼠ほ常盛観食加入前後に戯外の恒常蘭  

勤務壕やめており，常戯組合に専念している。営農組合  

は組合員を年間雇用とし，月給制を採用している。しか   

に土地基盤獲燐事業があげられる。昭和56年庇までに  

1，276haの基盤鮭備が完了しているが，現在進行中のも  

のが完了すると，虚業振興地域内の水田の93％ く1，624  

ha）が婁係されることになる。本稿の綱避対象である  

AN常戯組合のある朝上地区は現在進行中のものが多い。   

ここで，戯地の貸槽の勒堂についてみておこう。菰野  

町は昭和51年より戯月1地利用増進事業に取り組んでいる  

（表5）。当初は州璃Sの茶栽培鹿家に対して賛倍を遡蘭て  

いたが，昭和54年の流働化奨励金制度の創設により，水  

‡玉を対象とした本格的な舵遜体制にはいったようであ  

る。その結果，57年3月現在の利用樅改定商機は33．1ha  

（三登園農政課資料）になり，桝地面椒に対する割合は  

1．6％（センサスによる借入跡地率は5．6％）である。   

以上，菰野明の役域や脳髄では，兼業深化と虚業労働  

力の減少に対応して，圃場艶僻事米の横様的な爽施，カ  

ントリーエレベーターやライスセンター尊大塾脳用施設  

の建設，AMCに淡く受託組織の育成，利用棟数淀の，  

推進等，稲作の省力化や戯地の流動化を因っている。  

2．営鹿組合の結成  

1）結成経緯   

常盛観食の練成経締は次のようである。昭和52研こ朝  

上地区南部（杉谷・榊・根の乎の3銀箔）における第2  

次虚業構造改謡召茶業計画番が出された。劉一画内容は開場  

整備司事業，ライス・kンクーの建設とともに，水田作品莱  

施設（内容は虚機盈および格納膵）の導入を盛り込んだ  

ものであった。当初の劉■函では5戸の稲作lヨ立経営應家  

を中核として，地区内の戯家の参加を得て大剋枚械の導  

入・共同利用を行ない，および兼業依存戯家から作業受  
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嚢6 組合鼠戯家の就業状況と虚業経営紙況  

注1）昭和57年8月、個別農家聴き取り調査による。  
2）5名とも杉谷磯落舶主。Ⅰ・S氏とⅠ・M氏は兄凱  
3）卜M氏は病気になったU氏（53歳、御衣儀）のかわりに55年11月に入会した。  

し個人の虚栄経常の基盤がかなりあるK氏を除くと，0  

氏，トS戌，トM既にとってはかなり思いきった方向転  

換であったと思われる（この点については後述）。なお  

H氏は餐鶏窃に勧め，常戯組合が忙しい時に手伝うこと  

になっている。したがって爽質的には4名で運営されて  

いる。組合風の年齢は，トM氏が30成代，H氏が40成代  

のほかは50磯節後となっている。  

3）「上」からの簡成としての特徴   

常戯組合が第2次構造改認覇業との関係で成立したこ  

とからして，営腰紐身の結成及び避常における役場・鹿  

協の指導・授助は少なからぬものがある。そこで，「よ」  

から育成されたことによる特徴をいくつかあげてみよ  

う。   

ひとつは多額の祁助金を受け取っていることである。  

機械等の導入時における固からの建設補助のはか，町か  

らも遊営補助として昭和56年，57年にそれぞれ130～200  

方円支給されている。   

もうひとつは，戯協や土地改良区と連携することによ  

り，事業数の確保を図ったり，戯協琴のもつ慣用カを利  

用して率莱を行なっている点である。ライスセンター作  

業受託や大豆脱穀揮発受託は戯協との結び付きによるも  

のであり，土地改良‡gからは圃場怒燐終了後の耕起を山  

括してたのまれたり，余剰地を経営委託されたりしてい  

る。また作発受寵の申し込みは，主として飽傾から典籍  

どとの生産組合を通じて行なわれる。戯協を窓冒とする  

ことから，戯協の持つ借用カを常戯組合が利用しうるこ  

とになる。たとえば「戯地を貸す場合どこにたのむか」   
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3．零楽内容及び根城装備   

常盛観食が行なっている主な輩紫は次朋とおりであ  

るごl）。   

㊥ トラクター作業受託（餅起，代か軋 小変・大   

豆・牧欝播種，肥料・戯恭敬布）   

⑥ 田植作楽受託   

⑥コンバイン作梁受託（稲，小変）   

⑥ 経常受託（転作受託を含む）   

㊥ ライスセンター作発受託（施設管乳 袋鰭め）   

① 大豆脱穀押葉受託   

⑧ 苗・収穫物の運搬受託  

金機械作業受託は行なっておらず，経常費紀に取り組ん  

でいるのがひとつの特徴である。また，ライセスンクー  

や転作関係の受託等，地域の委託覇要に応じる形で幅広  

い覇紫内容となっている。  

という昭利57年菰野町戯協組合員意向調査の質問では，  

朝土地区の場食「戯協」という答えが40％（314人中124  

人）で…－番多かった。これは，断ら華託潜を掘り起して  

いくような企業的な経常の形成が不十分な現時点では，  

戯協が仲介することにより経常費黎託が伸びる可能性が  

あることを示している。   

この他，営戯組合設立当時の営農指導艮であり，現在  

菰野町戯協朝上支所の支所盛であるÅ乱 闘じく設立当  

時朝上支所勤務の腎虚指導鼠であり，有限会社AMCの  

メンバーでもあるⅠ氏，常戯紛導深慮S戊などが組織の  

簡成に大きなカとなっている。とくにA氏は経理に弱い  

組合艮のために複式静冨己の記帳ほくに仕駅伝藁以降の  

経理軍務）を行なう他，組合長の身近な相貌相手として  

機能している。塞がえしてみれば，常盛観食の経常主体  

機能がそれだけ未熟であるともいえよう。  

嚢7 骨腰紐合の機械装備及び建物  昭和58年12月31日現在  

項＝  台 数  耐 嬰 十  取 得  取得価額  補助金  帳簿価額  隼償却翻   
年数  

（台）  （年）  年 月   （閏）   （川）   （円）   （閂）   

トラクタ…53PS2駆動   8   S55，5  3，508，000  1，754「◆000  1，754，000  197，325   

トラクタ…40PS2駆動   8   2，364，400  1，182，200  1，182，200  132，998   

トラクタ帥40PS4駆動   2   8   5，568，800  2，784，400  2，784，400  313，246   

ロ  剛   タ  り  …   4   5   2，495，000  1，247，500  1，Z47，500  224，550   

ロ血タリ…シ…ダム8条梢   5   1，276，000  638，000  638，000  1ユ4，840   

プ… ム ス ●プ レ 血‥ヤ   5   850，000  425，000  425，000  76，500   

プロ…ドキャスタ仰   5   174，000  87，000  87，000  15，660   

ラ イ ム ソ ワ …   5   199，000  98．900  100，100  18，018   

スト レ … グ司ま輪   4セット   5   900，000  450，000  450，000  81，000   

フ ロ 岬 卜 車 輪   5   104，000   0  104，000  18，720   

水  耕  車  輪   2   5   240，000   0  240，000  43，200   

バ デ ィ ー ハ ロ ー   2   5   860，000  430，000  430，000  77，400   

パ デ ィ … ハ ロ 脚   5   S56，3  400，000   0  400，000  72★000   

デ ィ ス ク ハ ロ 鵬   5   S58．ユ2  393，800   0  393，800  70，834   

4 粂根動力用植機   2   5   S55．5  956，000   0  956，000  172，080   

6 粂絡衆用冒植機   5   S57．8  600，000   0  600，000  108，000   

5粂刈釦睨型コンバイン   3   5   S55．5  12，210，000  6，105，000  6，105，OC蓼0  1，098，900   

コンバイ ントレ血ラ…   4   S55．9  230，000   0  230，000  51，750   

機  械  ′ト  計  33，329，000  15，202，000  18，127，000  2，887，071   

戯磯風格納礫（312nlプ）  1練   35   S55．5  15，360，000  7，680，000  7，680，000  197，486   

合  浄！一  

48，689，000  22，882，000  25，807，000  3，084，557   

往1〉 AN僚飽組合間餐饗麗台帳による。  
2）トラクタ…ほみなウェイト付きである。  
3）年償却餅ほ受験故による¢   

4）このほか、育馴ヨビニ…ルハウス90坪439，480鞘S56．3、S57．3）と習馴津グ）資材計64，000閂（S57・3）  

があるが、帳簿上は諸相料費でおとしてある。また軽トラ、ソクは偶人持ちである。なお昭榔8年もハ  
ウス資材の購入があるが魚鱗は不明。   
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営農組合の機械装備は義7のとおりである。40馬力以  

上のトラクター4台，4粂鶴田植機2台，6灸樽牒埴磯  

1台，5粂刈自脱型コンバイン3台をもって稲作・麦作  

の作業受託に応じ，経常受託を行なうために蔑基や肥料  

散布の作発機も備えている。現在（昭和58年∋明末）まで  

の機械・建物の取得価額は4，900万円近くにのぼってい  

る。しかし昭利55年の導入時に約2，300方円の国庫補助  

金を子凱圧縮記帳を行なったので眼路wヒほ之，600万円，呼  

償却敬は300方円程度になっている。   

このほか枚挙が少ない冬場は組合園金員で日磁いに出  

ているが，その労働報酬は月給が安いこともあり，砥按  

各個人の所得となっている。しかし，昭和5各年，59年は，  

冬場もトラクター作発を行なったり，育苗用のjニを取り  

に行ったり，また納習を受けに行く（59年）等でけっこ  

う忙しい，という経であった。そのため】ヨ雇い目数は  

減っており，また金員がそろって行くことも少なくなっ  

た。  

4．組織道営における平等性   

常戯組合の組織運営に大きな役測を果たしているのは，  

組合長K氏のり岬ダ⊥シップである。姓氏は杉谷幾薄の  

中では励も経営面硫が大重く虚栄経験も飽かで，土地改  

良区の黍艮盛になるなど摺澄も厚い。彼は作業劉蘭の樹  

立や決済伝票等の経理司蓬務を中心になって行なうととも  

にグループのまとめ役（統合椀能）でもある。   

日常的経営管理は組合長に依存するところ大であり，  

組合盛のり岬ダ岬シップは十分みられるが，組織迎常で  

は機能分化，階層分化を進めるような方法はとらず，ム  

ラ社会的人的結合原理に則った平等性を保持している22）。  

たとえば，損繋は均等であり，筋金は出潮闇数，年齢，  

技術等の相過に関係なく血－・繚に支払われている。これは，  

仲間集団の特質である階層的意思決定の未練立と密接に  

かかわっている。営農組合では，意思決定は常に構成風  

食鼠の話し合いに基づくものだという。将に4人という  

少人数で毎日顔を会わす関係から，会常によるコミュニ  

ケーションが盛んで相互の槽繊交換や窓恩疎通は各人十  

分に行き渡っていると思われるの喘定の個人が特定の作  

業を行なう作業労働の機能分化は見られず，協業を基礎  

としてその時々に応じた作業分担が行なわれている程度  

である。個人の資任分担が明瞭なのは，経常受託闇の水  

管理を地区別に分担しているケースぐらいである。個人  

の仕事上の態度・成績について厳密な監視を行なうもの  

ではないことば無葡である。   

このような平等性は，棚一般には慈恵決定が効率的でな  

いこと，税政を利己的に利用するフ】j－。ライダー（た  

だ乗りをする入関）が現われやすいこど瑚，等の理由で  

経常管華抜上マイナスだとされる商会が多い。しかし階層  

分化による効率性がすべての組織にあては怠るわけでは  

ない24〉。またリーダーシップの発揮のしかたによっては，  

先の問題点もある程度解消されると思われる。もっとも  

人的結合による平等性を強調しすぎることが，合理的な  

機能分化による経営の発展を阻む可蘭俄のあることも心  

にとめておく必要があろう。しかしながら，当面のとこ  

ろ払 ここでのいわゆる平等性が組畝の小ささもあって  

組織運営を円滑にするよう機能しているといえよう。  

1Il．経営活動成果及び財務健全性の分析  

組合員の所得確保，資本の維持のためにほ経営体とし  

て十分庵収益性を高めることが不可欠である。それと同  

時に，経常活動を繹続的に遂行させるためには財務状態  

の健全性（安全性）を保持する必要がある。そこでⅢで  

は，財務緒袈分析を通じて常戯組合の収益性・安定性の  

良香を判定し，経常の趨勢・発展性を計数的に把握し，  

Ⅴで「経常仙蓋確立のための条件を検討する際の基礎的  

データを提供しよう。分析期間は作業受委託を開始した  

昭和55年から57年までである。  

i．収益性分析  

1）比率分析   

収益性分析は純収益の増大を目的とする経常成敏の良  

否を判断するためのものである。ここでは経常活動の成  

果を給食的に判定するものとして資本制益率，その構成  

要素である売上商利益率と資本図艦率の3つを取り上げ  

る。結果の判断に際しては，年次別の比絞を行ない，お  

よび敷似の受託組織体である有限会社AMCの比率を参  

考にする。なお，建設補助金は企業会計原則の通常の運  

用法にしたがって圧縮龍曜されている。表の「経営」的  

自立を関越とするかぎり，圧縮紀峰しない資本をもって  

分析を行なうペきであろうが，それでは「記録した軍  

楽」である歴史的原価に裁く企米食計の基本がくずれて  

しまう。そこで，ここでは圧縮記帳した状態で分析を進  

め，後に圧縮紀腋しない場合の模擬計弊を行なうことに  

する。   

さて，資本利益率ば総資本利益率と経常資本制益率庖   
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衷8＋収益性指棲の動胸  

A M C ＝  

股 低   

04   22．58  5．03   

50   21．21  1．91   

28  10．98   0．96   

73  11．70   0．98   

76   2．57   1．32   

76   2，59   1．33   

31   3．21   1．60  

56 年  57 年   

24．Od  22．27   

17．88  20．00   

26．29  21．43   

24．56  23．10   

0．73   0．86   

0．73   0．S7   

0．92   1．35   

昭 和  

55 年  

純利益  

総資本  

営業利益  

絞首溌本  

紙利益  

左l・．高  

督茶利益  

発上商  

発上高  

給資本  
宣l・．■」■i  

経常費本  

発上溝  

i萎碇資産撒  

総資本利益率朗  

経常資本利益摩偶  

発wヒ商利ぬ率（瑚  

発上露骨業利益率囲  

総資本恒i眩単  

線骨資本回転率  

岡窺饗鹿回転率  

注l）AMCほ設立きれた昭和47年から55J巨まで9年間の平均値である  

2）絶賛不利益率の純利益にほ支払利息を含む㊥  
3）売上高は、この場合′選一脚操益とする。  

山方，資本剛転率をみると，給資本回艦率が0．41，  

0．73，0．86となっている。年々向上してはいるものの，  

AMCの平均が1．76，政低値が1．32であるのに比べ，な  

お故事の余地がありそうである。また固定瞥應回転率は  

0．47，0．92，1．35で，やはりAMCと比べ（AMC平均  

2．31）固定資産の稼動率の低さを示している。受託組織  

が第2稀兼業戯家の機械の過剰段数を減少させるという  

期待をもって生れてきた背教を考えると，固定資産緋玩  

率を高めることはこの経営体にとっての社会的安倍とも  

いえる。  

2）収益と牽躇の磯劇   

凍上商の順調な伸びにより，税引前当期純利益は関都  

55年より224方円，51り万円，549万円をあげている（敦  

9）。将に55年は4月から作発受紀を始めたにもかかわ  

らず，金鰍こして山千万円を越す覇業應凌磯保している。   

常発収益の基礎となる軍楽蕊の動向は表10のどとくで  

ある。作紫受託面積はテ トラクダー作業100ba以上，  

‡讃植作業‡Oha以上（ただし昭和55年は5ha），コンバ  

イン作業20ba以上をほぼ毎年確保している。経営費洗  

面観は56年4．‖1a，57年10．3ぬと増え，58年にやや減っ  

て8．9haとなっている。   

これを営業収益でみると，項目どとに変動はあるが，   

用いよう。総瞥本利益率は，他人資本をも含んだ経常に  

投下された総資本の報酬を問題としているので，純利益  

に他人資本利子（支払利息）を含める計算方法を採用し  

た。   

総資本利名産率は昭和55年より12．08％，24・04％，  

22．27％となっており，AMCの昭和47年から55年まで  

9年間の平均11．04％と比べても非常にすぐれた成緻を  

示している（表8以下同様）。濠た経常資本利益率も  

11．35％，17．88％，20．00％と良好である。   

絵瞥本利益率が56年に大きく上昇しているのほ，営業  

外収益のなかの町からの運営補助金の彫轡を無視しえな  

いであろう。これは，組織智成のために昭和56年1，987  

千円，57年l，337千円が補助されたものである。しかし  

町からの補助金がなかった場合の総資本利益率は，56年  

16．72％，57年17．76％であり，なお十分な収益性を示し  

ているといえる。   

さてこの際本利益率を売上高利益率と資本酬戻率に  

分けて検討してみると，資本制益率の高水準はもっば  

ら売上高利益率の高さに支えられている。産土高利益  

率は21．09％，26．29％，21．43％，売上高常紫利益率が  

27．62％，24．56％，23．10％と，AMCの平均がそれぞ  

れ4．28％，5．73％であるのに比べ，4～5櫓も商い数檎  

を示している。  
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衷9 比較摘益言－㌣算怒  単位：円，％  

実  数  （閏）  伸 び 率 ㈲   

昭 和 55 年   56 年   57 年   55伽56  56血57   

売  上  高   10，620．377   19，734，269   25，639，581   85．6  29．9   

克 上 原 価   6，542，194   ユ3，868，896   18，345，947   112．0  32．3   

発 上 総 利 益   4．078，183   5，865，373   7，293，634   43．8  24．4   

血 般 管 理 費   1，144，984   1，018，803   1．370，905  △11．0  34．6   

骨 張 利 益   2，933，199   4，846，570   5，922，729   65．2  22．2   

営 業 外 収 益   23，076，860   2，079，683   1，552，772  △91．0  △25．3   

骨 紫 外 費 用   23，769，977   1，738，091   1，980，730  △92．7  14．0   

営 業 外 利 益   △ 693，117   341，592   

税引前当期純利益   2，240，082   5，188，162   5，494，771   131．6  5．9   

注1）AN骨鹿組合の元帳より、臓正を加えたもの¢  

2）発上商は、常葉収益をさす。  

嚢10 肇茹薬袋の鍬句  単位：ha，t  

トラクタ叫作業  川  コンバイン作紫  経 僚 受 紀  大  

緋  代  肥恭  ノト播   椴   小   稲  

汁  泌    紆  稲  計   作  棍   

起   変  榊   

昭和55年  117．3  46．7  48．4  10．2  12．0  4．9  22．9  11．0  11．9   

4．1  0 7，3  0 3，0  3．4  56  104．0  44．4  45．1  9．3  5．5  13．8  24．1  ユ9．6  4．5     8．4  57  136．9  74．2  51．7  4．6  6．4  14．0  28．2  23．3  4．9  10，3    25．0  58   66．7  72．1    11，1  24．7  20．1  4．6  8．9  7．0  1．9   
注1）AN骨塵紙合作莱明細衷による。明細表にない部分は、聴き取りにより補った。  

また、「…」は不明。  
2〉55年、56年は、組合員の戯他の受託分が不明のため、含まれていない。  

次に表13より費用の変化をみると，軍楽魔の増加に  

伴って鰭材料費や作来賓託料く桝起・代かき等の個人受  

託者への再委託料，米・変のライスセンター利用料）の  

増加が目立っている。特に蒋黍紙料はマージンを取らな  

いので，昭和57年の200万円というように金額が商い吻  

合，収益性指標に影響を及ぼしかねない。緒材料費も57  

年は100方円近く増えたが，この多くは機械器具の部品  

である。ほとんどの機械鼓備は自分たちで行なっていて  

手入れはよく，法定耐用年数よりかなり持ちそうだと償  

うことである。   

以上のように費用は年々かなり上昇してきているが，  

収益との対比でみた場合なおかなり低く抑えられている。  

営業比率（常楽費用／常葉収益×100）をみると，AMC  

が舛．2％（昭和47～55年の平均）なのに比べ常飽組合は  

55年より72．4％，75．4％，76．9％とかなり低い。これが  

先にみた霧上商営業利益率の高水準を支えていると思わ   

全体では55年から56年にかけて1．9倍，56年から57年に  

かけては1．3倍の伸びを示している（泰11）。55年はトラ  

クタ肌作発受託収益が郁燭虻凄めている。56年，57年も  

トラクター作業受託収益の構成比が戯も商いが，経常受  

託繭緻の増加に伴って米産上嵩も米車く伸びてきている。   

なお作発受託面概と常葉収益の動向が必ずしも一致し  

ないの乱 作楽料金の変数によるものである く袈12）。  

作業料金はÅMCとの協定によるものだが，組合戯が在  

住し，受託面積の多い杉谷集落は安く，また乗数傭悶や  

圃場路傍麗彼の胃は高くなっている。組合艮は5フ吼58  

年の場合，一般のほぼ半額に料金を割引いている。また  

作薬科金を三賓県平均と比較してみると，田植，稲刈で  

はかなり安くなっている。これは，組織が行政楷執こて  

設立された常澄から，補助金等人等のメリットを低い作  

業料金でで蓮るだけ地域に還元する，という意味がこめ  

られていると思われる。  
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敦11菅薬収益のj七鮫  

∈蓼雪）  

昭 和 55iF   56 年  57 年   55年56年   57年   

タ茎     数                       l     6，207，175   5，742，05ユ   8，394，363  58．5  29．2   32．S  333，770    754，780   627，590  3．】  3．8  2．4  2，446，898   4†211，317   3，542，00〔〉  23．0  21．3  13．8  0   2ナ355，22g   7，725，298  0  ‖．9  3（う．1  318，014  2，ユ4〕，953  1，21S，093  3，0  10．9  4∴8  1，274，480  4，212，90（〕  3，583，375  12．0  21．3  14．0  40，040  316，039  548，862  0．d  】．6  2．1  10，620，377  19，734，269  25，639，581  100．0  ま00．0  茎10…   
トラクタ・椚作業受託収感  

冒！植 作 業 受 託 収 益  
コ ンバイ ン作業受託収益  

発   上   商  
魂  上   編  

イスゼンタ…作業受託収ぬ  

教  練  収  名産  

注1きAN′撞磯組合グ）元帳によるひ55年、56年は、作業明細表を参考に膵託した。  

2）55年グ）未収金の修正墨、56年に支払われた分及び57年に冨毒ま斎求した分のみ汚▲董■上Lた。  
なお全体で40万】〕1ほどもれがあると思わズ1る。  

3）56年未発止粛崗、収球数よ州た測してな机00方円ほどもれていると思われる。  

4）常基経収羞蓬の中身の多〈ほ、大鹿脱戯作某受託服蘭である¢  

衷ユ2 作薬科食の動亜＝誹k当たり   単位：門  

注1）AN常澄組合作衆明細袈による豊実際に支私われた金額を摘軋三馴終ほ、腱林省「鋸寸物価賞金  

枕許i・」によるQ  

2）58年の小変収穫の場合、馴叉があまり低いと、反当た事jl，200～6，700閂の値引きをLている。  
3）組合員は、57年グ）場合、桝起・代かき4，5〔）0閂、糾直2，000門、稲収磯6邦朗lヨで、58年は桝麗一代か  

き5，000閏、田柄」1好こみう約3，60（押ヨ、稲舵機6，000閂、となっている¢  

3）ま と め   

営慮粗食の収益性指標は，資本利益き軌売上高利益率  

が極めて高水準にあり，問題は資本回転率の低さにあっ  

た。もし売上高利益率を多少犠牲にしても資本回転率を  

上げようとするならば，労働力を補強し挙楽盈を拡大し  

て凍上商（営紫収益）を増加させればよい。しかし売上   

れる。具体的には給料と質与をあわせて1人年間柑0万  

円という経常政策的に決められた労務費の低さ（辞しく  

は後述）が，営業比率を引き下げる大きな要因となって  

いる。そのほか，圧縮記帳により減価償却費が低く抑え  

られていること，補助金の分だけ槽入金が少なく支払利  

息が低いこと，琴も彫饗していると思われる。  
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楽ユ3 懲剰華成の期間比較  

注1）AN僚飴組合の元帳による¢ ただし、材料婆哲に関してほ使用率次にあわせた帽iEを行ないト期蘭・期  
束仕掛品棚卸高ほ麦作の榔那蟹・肥料費・戯薬慾皆のみ計上しため  

2）構成比における「55一叫I」ほたE縮才jぷ呈を含めた鋸椚ぎぢ倉で、「55洲‡工」ほ圧縮拭を除いた費用捌合である玲  

3）56年の鶉用からほ、米のライスセンタ…利用料用三業委託料）が25万円ほど、支払地代の物納分が35方  

円ほどもれていると思われる。  
4）柄成比の小計ほ、各費目の旅枕比の合計である。   
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檻・回収の遅い固定資産は，返済期限のない自己資本を  

もって賄われるのが財務管理上教も望ましい。この関係  

を示すのが固定比率である。しかし現爽に企薬的経常や  

吸塵組織では設備投資は借入粉本によって備われるのが  

一般的で，固定比率を補うものとして固定盛期適合率が  

求められる。どちらも100％以下であることが望ましい  

とされている。常戯組合では，閤定比率が昭和55年より  

466．8％，202．4％，1ま5．1％で固定盛期適合率が89．6％，  

72．2％，58．4％となっている。盛期借入金の割合が商い  

ため，固定養期適合率は良好な状態を示している。また  

年々の比率が向上しているのば，やはり自己資本の増加  

によるところが大きい。  

2）比較貸借対照表分析   

艶麗構成の特徴は固定蟹逓噸の高さである（義15）。昭  

和55年では構成比で80％を越え，57年ほ流動資産の増加  

により構成比は低下したものの，なお57．4％，1，775方  

円を占めている。機械作発受託を中心に行なう経営体に  

とって，当終のことながら，固定繁盛の光来は経営層動  

の基礎であり，固定費鹿の更新期を乗り越えることが財  

務上激大の課題になると思われる。なお，常彪組合数立  

時に因より22，882千閏の建設補助金を受けており，建物  

施設と機械器艮の喉静価額は取得価額の半分弱になって  

いる。   

資本構成の中では盛期傭人金の占める割合が商い。組  

合艮の出資金は1人50万円なので，機械購入・建物建設  

の自己負担分はほとんど長期借入金により賄った。また，  

高利益率の高さは多分に低賃金にもとづくもので，その  

ま悪評倒するには開港がある。また総資本利益率も町か  

らの補助金で5～7％商くなっていた。   

もっとも労務費に関しては，もし組合爵給与を1入牢  

問300万円に引きあげたとしても，昭和57年の場合売上  

高営業利益率は4．85％になり，ほぼÅMC並みの水準  

（5．73％）を維持している計殊になる。したがって資本  

剛玩率の上昇が今後の課題として残されているが，経済  

率紫体としてはほぼ順調に経営されていると思われる。  

2．財務健全性分析  

1）財務流動性・安全性分析   

ここでは，短期の支払い能力を示す財務流動性と，借  

入資本の安全性すなわち盛期の支払い能力を示す財務安  

全性の分析を行なう。   

財務流動性を示す指標としては，流動比率が麓繋祝さ  

れている。常飽組合の流動比率は，安全性の基準とされ  

る100％を大重く上まわっており問題はない（袈14）。こ  

れは期末の流動負磯が未払金のみであること，毎年多額  

の剰余金が貯金として繰越されていること等による。   

財務安全性指標である自己資本比率と資本負機比率と  

も年々向上している。これは，凝馴繰入金を繰り上げ償  

還するためtヨ己資本を潜概させた結果である。山般に  

白己資本比率は50％以上が望ましく，資本負債比率も  

100％まで商いほどよいとされている。腎虚組合の場合，  

資本構成の安全性はほぼ確保されているといえる。   

次に固定比率，固定長鐸j適合率について検討する。回  

敦14 財務流動性・安全性指標の動向  凋ま位：％  

年度  昭 和   
56 年  57 年    55 年   

自己資本比率 
己 

18．7   34．9   ／隻9．9   

資 

資本負机ヒ率 23．0   53．7   99．7   

流 動 比 率璃惹㌶    1392．5  2581．3   
固 定 比 率  202，4  115．1   

間 髪 密 度  
固定戊きび】適合率 t当已資本1心   72．2   58．4  

長期他人資本  
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表15 比腋貸借紬！罷来  蝉位：F巨％  

未  収  金  

立り毛 作 物  

簸物施妄没  

外 部 出 資  

未 払 金  

資本金  

繰 越 剰 余 金  

税引前当期純利益  
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注1）AN骨戯組合の元帳による。未収金、立毛作物、未払金、繰越剰余金ほ嚢11、13にあわせて  
什】1・二し．二、  

2）昭和55年に22，882，000円の建紋補助を受け、圧縮紀瀾を行なったので魔物地紋、機械器具の  
帳簿価額ほ取得仰爛の5捌弱程度である。  

自己資本の増加は税引前当期純利益と繰越剰余金の年々  

の増加によるものである。しかし繰越剰余金の増加は利  

益処分をまったく行なっていないためである。経常成果  

の適正な遊元がなされていないということのみならず，  

一般の企紫ならば当然の財務管理上の処彗星が行なわれて  

いないわけで，今後の課題となっている。  

ⅠⅤ．部門分析と部門間の整合性   

1．部門分析の目的と方法  

1）目  的   

部門分析では，経営活動全体の把握からさらに山歩進  

んで部門どとの損益や収益性を明らかにし，経常の盈体  

的問題点を焼酎する。矧－ヨ別検討ではさらに，経常内部  

や地域虚業における部門どとの位澄づけについても明ら  

かにし，経済事業体としての性格をより鮮明にしていく。   

三）力■  法   

① 部門改定と収益の確定   

部門設定は，経常費紀（水稲），転作受託，トラクター，  

田植，コンバイン，ライスセンタ岬，大豆脱穀の7部門  

とする。収益の部門確定は，営発収益の分薪に従う。経  

常受託（水稲）部門には氷霧上高と副産物（稲わら）売  

上高を食め，転作党紀部門は／jヽ変売上高と大豆売上高を  

部門収益とした。   

㊤ 費用の部門別配賦   

材料費と虚機具減価償却費を除く経費；橙蘭費や農薬  

費，肥料費などのように佼邦‡部門が明らかな費J羽はよい  

が，問題は固定費や明細が不明な費用である。減価償却  

費や固定瞥遜にかかる保険料・公租公課は，建物・虚機  

具が各部門でどれだけ利用されたかによって配賦するの  

が望ましい25）。また，部門別利用例合が明瞭でないもの   
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については，部門別粗収益や部門別費用を用いて配賦す  

る。しかしここで利用側合が不明なものは戯械艮の利用  

にかかわるものがほとんどなので，粗収益割では営農組  

合所有の機械をほとんど利用しないライスセンター部門  

や大豆。脱穀部門，手作業の肥培管理労働筍を含む稲作  

の経常費託淘叩－さに過蛮に配賦されてしまう。そこで機械  

作灘によって生み出される収益を麗按反映するものとし  

て，10a当たり作業料金に受託面積を掛けたものを考え  

る。そして各機械作業に基づく収益の紛糾こ対する部門  

どとの機械作莱収益の割合を配賦撃とする。こうすれば，  

ライスセンター部門・大豆脱穀部門は配属対顔から除か  

れ 経営受紀部門では各機械作発を作灘受託したと想定  

した場合の収益朝食が求められることになる28）。   

このようにして求めた配賦制令は，経常受託く水稲）  

15．0％，転作3．1％，トラクター52．3％，関根4．5％，コ  

ンバイン25．1％となった。   

戯棟県減価償却費；戯椀見の減価償却費は金額が商い  

だけに，上記よりは正確な基準を考えた。その吻合，関  

越は経常費託と作発受託との分け方である。使用目的が  

ひとつの作発に限定されている機械（‡員格機，ドリル  

シーダー，代か削羽作業機琴）の減価償却費ほ，経常受  

託との面積割とした。そしてトラタグー・＝lンパインの  

場合はアワメータ岬の記録よりまず緋起・代かき・施肥  

あるいは稲収穫・変収穫というように作業別に時間割を  

し，さらに各作灘どとに面横側を行なって，経常党紀部  

門と分けた。   

労務費；組合員の給料・賞与ば労働日数刻とする。労  

働日数は労働日誰より作業別に幾劉・し，機械作灘日数は  

両横測で縫・営受託部門と作業受託部門とに分けた。また  

経常管理員数（串演繹会議。研修等）と分輝不明な労働  

日数は，部門収益割とした。なお，この労働日数は，超  

過労倣時間を考慮していないので，ライスセンタ岬部門  

のように超過労働時間の多い部門には乗除より低い配賦  

率になっていると思われる。また戯繁湖の4，5，タ，10  

月の会議費のうち，飲食代は怖い発として労貸に食めて  

分配した。このようにして求めた配賦率は経営費託（水  

稲）30．2％，艦作受託3．6％，トラクター27．5％，田植  

2．7％，コンバイン9．0％，ライスセンタ岬24．2％，大  

豆脱穀2．8％となった。   

∵般管理教；各部門の盤藤原構成応じて配威するのが  

普通だが，部門収益が一般管激賛の負担能力を示すとい  

う考え方もある。そこで盤遜原価剖1／2，収益割1／2とし  

た始発，経常受託（水稲）30．9％，転作受託5．5％，ト  

ラクタ…33．0％，田綾2．タ％，コンバイン13．5％，ライ  

スセンター12．5％，大豆脱穀1．7％となった。   

以上の方法による昭和57年分の劉償結果が袈16であ  

る27）。  

ヱ．部門別検討  

1）凝作受託部門   

水稲の経常費籠はⅤで扱うので，濠ず艦作受託部門に  

ついて検討する。経営受託（水稲）と転作受託とを分け  

たのは，後者の場合耕作者のlヨ由意志に基づく栽培作物  

の選択が制約されるからである。米の擬作を条件に受託  

した場合はもちろんであるが，利用柵設定を受けた水田  

がブロックローテーションによる幾団転作地に割り当て  

られた窃食も，栽培作物が稲以外のものに限定される点  

で弓弦作受託に食める。   

前者の場合，鶉ま作奨励金が貸し手側にはいり小作料は  

なしとなっている。後者では，栽培作物の如何にかかわ  

りなく契約どおり（ほぼ10a当たり18，000円あるいは  

米側穣）地代が支髄われ，凝作奨励金は借り手（営農組  

合）にはいる。   

乾作作物は／jヽ変がほとんどで若干大豆がある。機械作  

薬以外はほとんど行なわない省力管理で，労務費の都合  

が敢も低い。しかし小変は反収が4俵弱しかなく，収益  

力は他の部門に比べ必ずしも大きくない。温容で発芽率  

自体が慾いため，以後の管理作業も行なわれないのだと  

いう。檻作はノルマという考え方が委託側のみならず受  

託側にもあり，横様的に取り組む姿勢は浮いようである。   

しかし，水田利用再編対災においてより銀団的対応が  

求められるようになり，一方で転作作物には栽培悪欲を  

持たない戯家が減産程度存在する以上，常鹿組合の社会  

的・技術的り岬ダ岬シップが期待される分野である。営  

戯組合の存在が転作闇の食用化を促進し，増収技術の碓  

立にも横様的に取り組むようになるならば，地域虚業に  

発たす役割も大きくなると思われる。   

2）トラクター部門   

トラクター部門は事業盈，常魔収益が敢も大きく，現  

在のところ収益性は良好である。40PS以上のトラク  

クーを4台備え，スケールメリット追求への期待が励も  

商い部門だけ書こ，相当魔の受託面緻確保が経営発展に  

とって必須の条件となる。その際，受紀聞場の区軌 土  

壌条件，岡填までの距離，分散程度等は作楽能率に大き   
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袈描 こ酢lり別摘益計算番（l榊冒57年）  j酎立：閂・％   

部門  

トラクタ…   閏  構   コンバイン  
（水稲）  （麗作）  

金 額  比率  金 紋 比率   金 紋  比率  愈 駿 比率   錮‖騨  

緋臓   1！978，853  31．8  5‘i8，77i  47．8  1，1罰，5か17．3   i19，718  1＆1  544，欄  20，9   

経 常 費  82，990  1．3  1乳423  15．5   22，100  3．3   O O 小  

肥 料 費  92薫，450  14．9  293，7鋪  お一6   小   

戯 董 黎  2吼3鮒  3．9  9，320  0，8   0  

然 料 費  1軋2i5  1．9  軋摘  2．i  尋軋2¢3  6．2  34，鰐5  5－3  1謎i，467  7．5  

諸 相 料 筆哲  5付十1討  9．6  払230  匹  729，326  11十i  62，ヲ53  9．5  3軌821  13．5  

小 機 具 望蟹  a，252  臥1   0  0  O O 

労務費   2，459，294  39，5  2朗，339  器．1  2，162，167  33．0  312，275  fi7．2  726，994  28．0  1，9軋707  級1  220，i48  阻6   

給朴椚・瀾い費  2，374，452  謂．2  2萬，047  24．7  2，162，167  ㍊．0  212，錆5  ㍊．1  707，6i8  ㌘．2  Ⅰ，963，707  臥1  220，148  軋6   

磁 用 労i冬  軋糾2  ユ、1  5，292 0，5  99，990i5．i   】9，376 0－7  ‥   小   

経 費   】，5猟4112ヰH5   2乳335  23．】  2，982，395  哺．5  205，57ア  3Ⅰ．1  1，217，509  46．8  136曹000  6．2  粥，26l  2凱1   

滅摘償却費  5軋833  ド，ホ  川1†337  0⇒9  1．2（軋674  1臥4  ほ1，726  22．9  917，1確2  35．3   謂，961  8．8   

29ぷ3  0．5  6，122  小★う  103，2拓  1．6  鋸那  1．3  軌569  匹  

機械著諒県  515，21¢  8．3  乳215  8．3  1，103，3撼  16．8  1ヰご十心や  21．6  867，573  ㍊．4   出十やゎ1  

修 繕 輩  87β5】  匹  ほ，177  1，6  3軋656  4．7  26，鎚5  4．0  1ポ．171  5．7  

光 熱 費  92，5i8  1．5  2，898  皿  48～890  0．7  4、207  Q、6  ㍊，463  ¢．9  

保 険 料  汎1朗 1．5   16，633  1．4  1軌528  2．5  14，Z43 2．2   瞞車．ま  

作業委託料  6礼871  10十ホ  1軋9組  匹  1，i49，8甜  17．5   o O 136，000  6．2   

‡キ 借 料  5，000  ●  9，0勤  小．さ   軋300  20．4   

公 租公 課  1ヲ，214  0．3  3，558  り十井  軌019  0．9  5，164  0．8  謂，805  ＝  

その他経費  1コ，ボ朋  0．Z  2，654  0．2  崩．7槌  り十丁  3，境2  臥6  2i，486  0．8  

1．生療原佃凋■  5，9軋15B  g5．9  1，102，445  96．0  6，279，091  95．8  応手十5川  匹  2，4乳991  95，7  Z，099，707  95．3  3軋凋  ウ5十丁   

叫般管理費  256きOPl  4．1  45，5鋪  4．0  272，9S5  4．2  24，026 3．6   川灘5  4．3  103亨974  4．7  14，0朗  庵．3   

2．常寮費相計  6，2狐159  i軌8  1，i吼011  1蜘，0  6，552，0761軋0   66L596  i紛．¢  2，6凱836  1軋0  2，203｝儲1  l級0  3乳帝3  】徽0   

注1）元帳、仕駅伝嚢、鹿協購買未収金剖収轡より作成。部門ごとの配賦方法は本支に記す。  

2）「勅」は配胱方法の制約のため配賦が行なわれないもの。  
3）園冤曹としてほ、減価惜粛磯、憺経費、諸相料掛やの機械部品購入補充分と曹笛硝、小磯県費、保険料、  

公租公深、その他経蘭、山般管理費を計上し∴準固定懲は紙料・賞与・賄い響である。ただし労務費  

は部門別にみると変動費とみることもできる。   
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図1常戯組合が桝超をした水田の団地化状況（杉谷然等乳 昭和57年）  

注1）AN営戯組合作発明如来より拾う。  

の桝超・代かきを碍け負った時は，工軍関係者の経験不  

足により大きな石がゴロゴロしており，作業の非能率が  

はなはだしかった。しかし以後は事前に石をのけるなり，  

赤旗を目印に立てるなどの給噂が土地改良区よりなされ，  

能率は向上したという。濠た現在朝土地区では，県営圃  

轡渡備瑚磯（小島・田光）と団体営圃場賂傍輩米く田口  

新田）が行なわれており，ここ数年は安定的な番託常襲  

が見込意れるという。常盛観食にとって，作業機率の向  

上だけでなく受託簡約の安定的確保にも役立っている。  

また土地改良区にとっても，このような受託者の存在は  

なくてはならないものになっている。しかしこのような  

受託に大きく依存することば，圃場薮僻事莱がすべて終  

了した時に受託両横が減少することが考えられる。そこ  

で個別賓紀希望者も十分確保しておく必要があるわけだ  

が，昭和58年の場合，桝誕・代か車作業における大口一  

括受託が70％を超え，職人からの受託が大きく減少して  

いるのは検討を要する間超である。AMCの分析では，  

断機笈備終了後数年は個人の黍紀希望が増加している。  

しかし楓場状態が安定すると賽託をやめるケースも多く，  

受託側にとっては考慮すべき問題点となっている29）。   

さて，このように率栄盈の多いトラクター部門は，作  

来談紀料や機械関係の費用の割合が大きくなっている。  

鰭材料薯申の機械部晶購入補充分などは，トラクター用  

がほとんどであり銅〉，先の配賦率ではトラクタれ部門に  

対して過少になっている。しかし10a当たり固定費は  

1，945閂と敢も低くなっている。   

な影響を与える。常戯組合が有利なのは ひとつに各地  

を洩り歩く企業的受託者に比べ地域により板づいた形で  

存在するため，近隣偽落の委託爾要に金簡約に対応する  

ことにより，遠くまで出かける必要がないことである。  

受託聴園は遠くて4km程庇だという。園1は組合員が  

在位する杉谷鍵落の受託状況だが，委託希望は常腱組合  

にはとんど鮮申されているため，かなり受託閉切が団地  

化されている。   

もうひとつは，密戯組合にほ」ニ地改良区を通じて山給  

して申し込まれる大日の受紀が多いことである（表17）。  

嚢17 大日血血揺受配の割合  

単位：il飢％  

代かき大日山揺  

項＝ 年次  新鹿大甘血繕 A B   即A     D／C     （％）   C D   （％）  嘲随時  46．7  30．0  64  48．4  29．1  60  粥隼  44．1  7，8  18  45．1  7．2  16  57年  74．2  28．8  39  51．7  8．7  17  58年  66．7  48．8  73  72．1  51．8   72  
注1）AN骨鹿組合作業明細嚢による。  

2）大口叫括受託の蘭根としては、7】1a以上を計  
上。教商は35llaであった¢  

これは圃場状態が慾い圃場整備終了直後や土壌が固く  

なっている2年連続集団転作彼の水田の，桝起。代かき  

作嚢で，大奥トラクターを持つ営戯組合が加給して諮け  

負うものである26）。昭和55年に初めて圃場盤磯路了直後  
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3）田植部門  

lヨ構部門は34，006円の赤字になっている。ただしこれ  

は，組合夙に対する田植作薬科金が10a当たり2，000円  

に割引かれ，10a当たり収益が4，472円（作薬科金5，000  

円）になっているためである。そこで正規の料金で統辞  

してみると炎上商常灘利益率は8．6％と韻事になる。   

椙擢部門の収孟宗性が他の枚械作米受託に比べて惑いの  

は，ひとつに機械装備に対して受洗面療が少ないためで  

あろう。昭和57年の作発受託両横は14わaで，山方常澄  

組合は4粂椴之台，6灸鶴来用1台の許‡・3台のl鄭隠機を  

所有している。このうち4粂格の1翻ヨ瀾き助愈を得てい  

る組織の地域への還元的意味合いをもった貸し出し用だ  

が，希望はほとんどなく爽質的に遊休状態にある。し  

かし受託面積を拡大させるには田埴の適期作業の暗が狭  

い81）。また，この時湖，腎虚組合は代かきと関根作灘の  

受託を並行してこなさねばならず，人数的に田植機3台  

の稼動は難しい。その上，督遊びや祁総軍を行なう補助  

者を臨時雇用せねばならず，部門収益性を下げるもうひ  

とつの要因になっている。また山般戯家にとっても，田  

植機は30～50方円程度（57年）で購入でき，全国的にみ  

ても田植は委託希望の少ない作業となっている。   

4）コンバイン部門   

コンバイン部門は，機械作発受託部門の申では26．6％  

という澄も商い売上高常紫利益率をあげている。しかし  

さらに受託蘭療を拡大するには次の様な問題点がある。   

コンバイン作紫も姿紀希望が短期間に袋申しやすい。  

しかも作紫時期が6月の梅雨，8～9月の剖乱シーズン  

と蕊なり，晴れ閥をぬっての作発となる。常戯組合では，  

番紀肇浮要に応じきれない可能性があるため，魔常による  

受付けしか行なっていない抽。委託者は限られてくるが，  

そのかわりほぼ固定客を確保しているという。また，コ  

ンバイン部門は，ライスセンター矧漕陀労働面で兢合す  

る。収益性の商い部門だけに，今後地域の委託常賓が増  

えるならば，雇用労働を増やすことも考えられる。   

5）ライスセンター部門   

この部門は，戯協とのかかわりを考える上で秘めて蛮  

賓な部門である。ライスセンタ岬は第2次楓近攻巻軍楽  

により昭和53年に役立されたが，このような施設は入荷  

の粂申が棲めて著しく，入荷蕊に合わせた労働力の調達  

が大きな課題となっている瑚。営戯組合は，昭和54年秋  

より袋舘めと機械の遜乾・薮備を全面的に洒け負ってい  

る。その際の受託料金は，機械の賂備・そうじが時間給  

で1，500円，嚢舘が1袋当たりイネ95軋 ムギ65円（袋  

の大きさが興なる）となっている。戯協にとって，ライ  

スセンターのオペレーダ岬確保のために腎虚組合はなく  

てはならない存在となっている。また常虚組合にとって  

も，安定的な収入朗はi毎年保障され，山時期コンバイン  

作楽と競合するものの（臨時雇用労働で対応），その後の  

7月，10月中旬以後，磯城作業姿詑がない時期に仕礫㈲  

確保されるのが大きな利点となっている。   

6）大豆脱穀部門   

この部門も，戯協からの委託によるサービス覇業と  

いった意味合いが強い。脱穀機は戯協との契約により借  

りているもので，作東料金は各段協支所が偶人の分を血  

紡して常戯組合の通帳に振り替える。事業濃は大きくな  

いが，やはり戯閑親の11月の仕挙確保に役立っている。  

また黍紀鹿家にとっても，盛期約な展望のもちにくい転  

作大豆のために，わざわぎ大豆脱穀機馴繹人することば  

少ないと思われ仁委託に応じる義体の存在はなくてはな  

らないものと思われる。  

1」‖  

120  

【川1  

80  

日り  

‘】0  

20  

0  

123‥i567891郎112月12こうd56789】01112j！  
昭和57年  昭利5綱三  

園2 月別労働日数  

注1）ÅN各般組合作業日結より作成。0．5‡ヨ単位  

で計節した。冒履いに出た日数は含めていな  

い。臨時雇用労働は，日給支払い状況からみ  

て一部修正した。   
2）3～4月の臨時雇メ君労働は育苗・田植作業の  

もの。なお，ライス一也ンクーの臨時擬用労働  

は食めていない。   
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に10～20日，‡ヨ雇いに出ている払4）。しかし58年はトラク  

ターの桝適作莱を冬場も概梅的に行なって労務の確保に  

努めている。一方，5月や9月は日曜返上の過濃勤務と  

なっている（袈18）。特にライスセンターの人称集中期払  

底閣コンバイン作発をし，夜は10時どろまでライスセン  

ターで作業する場合もあるという。しかし一般にライス  

センターの受託作業は，l澗場作業受託がない7月・10月  

の労働需要を剣劇する。また経常受託における肥培管理  

も夏場の労働者繋を確保している而がある。   

次に，常脳組合の持つ地域性。社会性をどういかして  

各部門を組み合わせていくかが課腐となる。常戯組合が  

3．部門間の盗合性   

収益性からすると，1月構部門や小作料の支払いを含め  

た場合の経常受託部門（後述）などは，必ずしも良好な  

経営成墟をあげているわけではない。しかし経常を総合  

的。長期的にみて各部門間のバランスを検討するならば，  

次の2点が考慮されなければならないだろう。   

ひとつに，坪瀾傾用という経営形健からして，山鉾を  

通じて常になんらかの作紫が確保される必要がある。戯  

作紫ほ挙節性が著しいので，この点はかなり問題が大き  

い。図2より月別労働月数をみると，冬場の12～2月は  

昭利57年の場合ほとんど仕事がない。そのためこの間月  

嚢18 作基別月別労働lヨ数  
単位：日  

1月   S  5  2  9  24  6   
2     3．5  0．5    5  1，3   

3   45．5  25  12  9．5  93  23．5   

昭  4   50  47．5    6  2．5  1．5  107．5  26．9   

5   51  32．5  10．5  2  15  3．5  114．5  28．6   

邪  6   17．5  20  13．5  30．5  8  90．5  22．6   

㌻   16      30．5  4  29．5  13    93  23．3   

57  8   15．5  32．5  2  2．5  19．5  14．5  86．5  21．6   

9   0．5  9  31  59．5  7．5  4．5  112  28   

年 10   ロ  21  68．5  3  7   

1〔〉．5   

12  9  2    2．3   

232．5  81  32．5  109．5  86  204．5  23．5  98  63  932．5  233．1   

1月   25．5  6  4  5  ユ2  9  61．5  15．4   

2   13，5  14  1．5  

0．5  

9  17  55  13．8  3   57  ユ8．5            22  1，5  99．5  24．9  昭  4  34  37．5  5．5  5．5        田  2  97．5  24．4   5  57－5    26．5  ユ4．5  3．5      3  13  118  29．5  和  6  13      30．5  17．5  30    8．5  2．5  102  25，5   7  10．5      32．5  4  25    4．5  1り  86．5  21．6  58  8  ロ      25．5  1  25．5    13．5  8  77．5  19．4   9        2．5  34  48．5    24．5  1．5  皿  27．8  冬  10  2．5      0．5  18．5  72．5    4．5  1．5  100  25   田  7      8      30．5  21  15．5  88  22   12  19  】5．5    0        4  8．5  47  11．S   絆  246．5  91．5  32  ユ25．5  86．5  201．5  30．5  139．5  90  ilO43．5  260．ミ）   
注1）AN常戯組合作業日誌よ㌻階吼  

2）E†雇や臨時展開労働は除いた小 戦繊腰瀾服、各機械作薬にふi）分けた。  
3）経′計貯埋とほ、準務・合成・対外交渉・研修轡である 
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「」ニからの育成」である以上lヨ己の利益を追求するばか  

りでなく，地域の凄絶希望の強いものに対しては広く応  

じていかなくてはならない側面がある。また戯協とのつ  

ながりにより必然的に奴じてくる当事業もある。しかし常  

腰紐合にとってこの地域性は現在のところプラスとなっ  

て現われていると思われる。先に述べたように，様々な  

委託爾要に応じることにより，勾封馴こわたって，しかも  

比絞的近僻地域ほおいて軍楽を確牒できる点などである。  

特に経常受託では，事務所の近くに受託田を確保する栽  

培管乱ヒの有利性が融層大きい。まれ 常戯組合がこの  

ように地域に密潜した形で事業展開を行なっていること  

は，社会的役割の自覚を高め倦用カの形成にもつながる  

と思われる。  

V．稲作経営受託の収益性  

機械作業受託の墟合は，作薬科金が決められているの  

で純利益増大のためには覇業盈の確保や作米能率の向上  

が課題となっていた。しかし召三産物の所有樅が受託側に  

ある経営受託では，土地生産性や塊約皮といった新たな  

関越が奴じ受託儲の栽培管理技術・能力が問われること  

になる。この経常受託が軌道にのってこそ，虚業生産主  

体としての地域的評価や組合員のlヨ覚が生じ，経営体の  

lヨ立性も高まると思われる。また営戯組合が各作業の硫  

上げとしての金磯城作発受託ではなくて，経営受託に取  

り組んでいることば，地域虚業の方向付けに少なからぬ  

影響を与えるものと思われる。たとえば，ÅMCでは経  

常受託を行なわずに金機械作業受諾モを行なっており，経  

常委託より全機械作業委詑の方が委託者にとって有利で  

あることを印象づけた。その結果AMCのある鵜ケ原地  

区では，昭利55年センサスによると水稲作衆を箔け負わ  

せた袈戯家数の割合が56．2％（朝上地区23．0％）ととび  

ぬけて商いかわり，借入耕地商機割合が2．0％（岡9．4％）  

とかなり低くなっている。また倦人耕地のある鹿家の割  

食も4．9％（同12．2％）と低くなっている。  

王．家族経営との収益性比較   

受託組織が単に家族経営を補充するのみならず，その  

扱能庖代替していることに飽点をあてれば，代替の形懸  

である経営受託の能率が平均的な家族経常の能率を上層  

る墨ここしたことばないであろう。それを測る血つの指櫻  

として，規模の小さい鹿家の柑a当たり稲作所得にみ  

あうだけの小作料を常戯組合が支払い得るか（委託促進  

室園としての鑓威力格差の形成），また受託の多い上層  

農との収益力の比絞はどうかが考えられる。   

表19はl唱和57年産米の10a当たり葉瀾・粗収益・純  

収益を，営幽組合と三蓋典の作付規模10〔〉～150a 層  

（これ以上の規模の調義盛家がないため）の戯家とを比  

較したものである。それによると，収益性の向上には次  

の2点が蓋更と思われる。ひとつは，戯鼻糞の低下であ  

る。常腰紐合の場合，三薮戯100～150a層の3剖程皮  

ときわだって低く抑えられている。そのため効用合劉・も  

7割程度となり，田植機を除くとスケールメリットを爽  

現しているといえる。この場合，常戯組合のトラクタ岬  

作発受紙面概の多さが，経営受託の戯盈費負担をかなり  

やわらげているといえる。   

もうひとつは反収の水準である。昭和57年では三濃児  

柑0～150a層が6．4伐なのに対し，営戯組合は5．8伐と低  

い。しかし費用の低さにより純収益は100～150a層を  

上傾わり22．，394円となっている。このようにこじ地盤魔性  

は今だ低く今後の課塵となっているが，主に機械利用の  

効率化による労働生塵性の向上によって採終性を維持し  

ている。   

さて次の問題は，／jヽ作料の支払い能力である。菰野町  

の機準小作料は闇1尊地で22，800門，2等地で17，朝0円  

となっている。常戯組合では18，000門（物納では米1  

俵）なので，昭和57年の純収益で山応支払い可能となっ  

袈20 三盈県の階層別稲作虚業所得の比絞  

（10a当たー）、57年鹿米）  
車傍二：円  

三蕊 県  東海三県  

50～100a  100a‰         平均  平均  127，550  122ナ045  124，349  137，147  141，138  114，800  142，1（）2  140，185  55，629  40，084  54，083  54，302  42，041  47，329  36，330  51，264  
30a来満   

ま07，321  

169，991  

57，7ミ）2  

△4，878  

30～50a  

粗収益は＋副産物）A  

費用合計  B  

家族労働費  C  

虚業所得DニA仰B十C  

12ユ，747  

167，887  

63，976  

17，836  

注イ1）昭利57年鹿米生成菅盲弼塞による。  
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してきている。   

ふたつば協業体制のあり方である。4人のメンバーの  

申では2ha以上の自作地を持つ組合長が敢も経験愚か  

で，他の3人に比べ稲作栽培の技術水準が高い。そこで  

この個人問の技術差を埋め，なお互いの技術を商めあい  

ながら，いかに協業体制を組んでいくかが課題となる。  

個人の技術向上のひとつの方法は，薯任を明雄にするこ  

とであろう。しかし外に対しても内に対しても組織とし  

てのまとまりを保持するためにば，共同作米が安全な側  

面もある36）。現在のところ，個人の薯任分担体制は水管  

理のみで，防除・施肥・除肇等は組合滋のリーダーシッ  

プの下に4人の共同作発で行なっている。また細かな  

親培哲男まが要求されるコシヒカリは作付せず，ヤマヒカ  

リ・大空をまとしている。作業能率も考慮にいれながら，  

分担と共同をどのように組み合しせて作業を行なうかば，  

受託組織のみならず生産組紙の大きな経常的課題と償え  

よう。   

以上のように，営腿組合の経常受託ほ現状では労働生  

産性の高さに頼らざるをえない側面がある。しかし少な  

くとも，平均的反収並みの収盈水準が遠戚されるならば  

かなりの収益部門になると思われる呵。また増収技術を  

身につけていくことば，技術的な信用力を形成していく  

ことにもつながると思われる。  

VI．経営確立の内的条件   

1．労働力確保の条件  

1）付加価侶分析と所得分蘭   

mで行なった経営分析では，収益性・財務健全性とも  

に良好な結果が得られた。しかし収益性の高さは多分に  

経営政策的な，かつ非経済的要因によっても支えられて  

いる低償金によっているものであり，財務健全性分析で  

も利益処分等に問題が残されていた。ここでは，Ⅲ，ⅠⅤ  

の分析結果をふまえた上で「経営」的自立の条件をより  

最終的に検討するものである。   

まず，次代の後継者の育成を食む労働力の確保につい  

てである。山般に構成員を組織に引きつけておく澄も大  

きな誘因は貸金38）と考えられているため，初めに組合  

員への所得分配について検討してみよう。その際に付加  

価倍分析を併用するのは，付加価値の分配帰属関係が人  

件費支給の基準として用いられているのみならず，労務  

費は付加価値形成に大きな位散をおめているからである。   

付加価煩分析のより㌦般的目的は企業（経常）の社会   

嚢19 経常受託の収益′【ちi三  

（昭和57年10a当たり）  
単位：「り、依   

三盛典  

／  
A  

【茎二分 効目 ＼  骨腱組合    作付規模 100a以上 B  A  B   

攫   苗  餃   1，139  1，d′82  0，77   

肥  料  費  ま2，743  8，237  1．55   
鹿  薬  費  3，34′1  6，101  0．55   

光 熱 動 力 費  2，865  3，697  0．77   
その他の緒材料費  4，526  3，216  1．41  

水  利  曹   0  9，109   

2－38              探借料及び料金  9，277  3，893   

建物・ニlこ地改良設備費   1，241  2，241  0．55   

皮  具  費  11，255  36，74〔〉  

そ の 他 経 費   176  

労  働  40，08‘ま   

南 船 管 理 雰哲  3，514  

費 用 合 計 王  83，832  114号800  0．73   

粗服腰上主＋副産物）II  106，226  122，045  0．87   

反  収   （俵）  5．8   6．4  0．90   

純収益IiIニⅠⅠ一Ⅰ  22，394  7，245  3．09  

注1）骨腿組合は袈16より作成。三成県ほ虚根水  
産省「米生産費調査」による。  

2）来生應輩調査の費目にあわせ、保険料・公  

租公表鋸ま除いたが、経営体としての滋味の  
大きい一般管理饗、及び経費ほ含めた。   

ている。この小作料水準は全国平均からみるとかなり低  

いものである。しかし10a当たり18，000円の小作料で  

も，三麓奥の場合，水稲作付規模30～50aの戯家の稲  

作所手馴こ匹敵しうるものとなっている（泰20）。営腰紐合  

の経常受託も，この低い小作料水準に支えられたものと  

償えよう。  

2．土地生産性向上への課題   

常飽組合の経常受託（稲作）では，反収の向上が大き  

な髄纏となっている。また／j、作料を物納するケースが多  

いので，委託者の摺頼を確保するため品質の向上を因っ  

ていくことも今後麓要になってくると思われる35）。   

常虚組合の単位当たり収盈及び品質の向上に関して，  

次の2点が関越になってくると思われる。ひとつは圃場  

整備終了低級の水田のため土壌条件が劣怒なことである。  

しかし熱田化とともに年々改寒され，昭和56年の反収が  

約5俵（三笠殿戯林水産統劉・年報によると菰野町6・6依）  

であったものが57年5．8俵（問6．0依），58年6．5俵と向上  



大 原 興太郎・丸 山授業子  28  

衷21生産層三相様の動向  

AMC 47～56年平均  
昭和55年  昭和56年  昭和57年  

付 加 価 値（1）   1月  

彊L 付 加 価 値（2）   ‡コ1  

発上商（営業収益齢）  門  

流上商付加傭檎準伸⇒1）／（3）％  

発上露組付加晰離裾糎鳩／（3）％  

‡司冤資鹿期末在繍6）  門  

l嘉i】走楽本生廠津た＝升司封／略  

【責‡定資本生産性Ⅰ王（朗ニ（2）／（6）  

人件費（労務費）（9）  門  

付加価値人イ椚網机潮糎亜／り）％  

付加価偶人件隊率H刷二潮／（2）％  
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注 1  

2  

3  

嚢9、ユ3、15よート作成日  AMCの数値ほ丼朝楼久「一挙張論文」（昭和5綱ミ）  
付加価値霊労務饗wト公租公線＋支払利息一卜支払地代＋当期純利益  

組付加価格二付加榔依ヰ械佃償却費」一機械旅僧料  

袈22 組付加価値構成嚢  
単位：】雪、％  

年次  昭   

金  箱  比率  金   

巨利孟良  

；′滞懲  

給料・賞与   

j試問労拷  126，500  1．5   37   

さ 粗 公 綴   47，200  0，6  171   

ご 払 利 息  887，977 10．4  1，339   

こ 払 地 代   0  0  398   

川椚償却費  1，871，86∠£ 22．0  2，893   

摘鋸鋒借料   0  0   33  

17，262   

和56年   

金  額  

7，320，000   

270，500  

114，760  

ユ，109，2ZO   

871，510  

2，950，673  

72．300  
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18，203，7鋼  

注1）嘉13、21より作成わ  

的費献度を示すことである。嚢21によってAMCと宮腰  

組合庵比絞してみると，収益性比較でほ常澄組合よりか  

なり劣るAMCが，売上高付加価値率・売上高組付加価  

値率はほぼ同等の数倍を示している。AMCではそれだ  

け牧園に多くの給与を支払っているわけで，付加欄偶人  

件蟄率でみると常戯組合はAMCの6剤程度しかない。   

この点を組付加価値構成羞でみると，組合員の給卑は  

40％前後であるが，純利益も30％を占めている（衣22）。  

純利益はすペて内部留保で，出資配当等はγ切符なって  

いない。そのため組合員の取得分は給料・食与がすべて  

で，昭和57年の墟食年間1人当たり183万円となってい  

る。1ケ月給料は10方円である。  

発23 …日当たi）労賃の比較  

単位：閂  

J－l■主  lrl 

1．骨 戯 組 合 鼠 給 与  

2．戯 相 磯 月】労 鋒（鋸  

3．盛業臨時登用蟹金（男）  

4．建設発・軽作輩労賃（男）   

】）1は拘束目数233．1日で給与を除したもの尊  

2は三盛典統計情緒革帯所資料♂）月別評価   

適用貸金単価脚一覧表による。四！ヨ†‡ぎ市の数  

値。1‡ヨ8時間として計算持  

3・4ほ三豊県戯林水産統計年報による。   
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2）労働力確保の非経済的要俸l   

常戯組合の各メンバ岬が留金が■防職より低くなること  

を予想しながらも他の恒常的勤務をやめ，営農組合に加  

入した動機は何であろうか。聴き取りによると，前職に  

比べ，ー仙枚挙が楽」，「気楽だ」，「時間を自由にできる」  

等の答えが返って重た頼。これほ組織の構成員に対する  

拘栗カ・規制力の粥さを示していると思われる。かつて  

運送会社に勤めていた2人にとって，早期出勤や探夜帰  

宅はつらいものであったが∴現在は戯儲魔のどぐ忙しい  

峰以外は盛観閻敵農並みの勤務時瀾である。また冬場は  

あまり仕額がなく，雨天ならば事務所星こ出勤はするもの  

のほぼ休灘状態となる。自己都合による労働時間の変更  

も容易であるj2）倉すなわち虚紫の持つ季節性に即した形  

で壮挙がなされ，AMCのようにタイム・カードも使用  

していないので時間的拘兼層励少ない。   

このような管理状況，拘求職間と実労時間の不加数，  

発務内容が挙節や天候に左右されること，等は経常の企  

菜的発展にはマイナスにならないともかぎらない。たと  

え低賃金の不満は出なくとも，組合員が拗務状態の気楽  

さに甘んじることにより比率への尊心にゆるみができる  

と社会剛首用を落とすことにもなりかねない。   

もうひとつ，組合戯を常戯組合にとどめさせている要  

因は，仲間窓激の漉さであろう。共に虚業や機械が好き  

な省間志が強まり 「みんなが理事」と言い合う関係で  

ある。もちろん組合混のリーダーシップが十分発揮され  

た上でなお貰われる言薬である。脳繁摘には過蕊労働の  

慰安を兼ねた会食の機会を増やすとか，4人で慰安旅行  

に出かけるとか，仲間窓級の維持における組合慮の組織  

運営の手腕も見逃せないものとなっている。   

以上のように，人間関係が蔑視され，階層が未分化な  

仲間鍛闇としての性質上，構成夙に帰属する収益の追求  

のみが組細目標ではないことに留意すべ滋であろう。  

2．資本維持における課題   

資本維持とは，営虚組合の吻合固定賢慮の維持である。  

より具体的には，固定費魔の更新に備えた凝湖資本蘭慮  

の確保，及びその維持・管理の問題である。資本の源泉  

には，増資以外に減価償却を含む経常内部での自己資本  

の革概と，槽入金等による外部からの資本調速との2っ  

が考えられる。これらの資本は，その性質上盛期にわ  

たって固定化されるものである。そこで資本の調速・逆  

用においては，「期間的」及び「金額的」なバランス関   

そこで，組合戯の所得（労貸）水準の比叡を行なって  

みる。一目当たり労貸でみた場合，営戯組合は杓衆目  

数が1人年間233．1Eほ少ないこともあって7，851閏と  

なっている（嚢23）。磯村磁ノ冒労貸（藤村から通勤する  

恒常的雇ノーヨ労賃）よりは低いが，虚栄臨時雇用賃金より  

は高くなっている。組合鼠の坪関所得でほ，日展い労賃  

を24万円（6，000円×40日）として計上すれば207方円と  

なる。ただし各人の戯灘所得は食まれない。これを同様  

の生産細腰体と比牧してみると，AMCのオペレ岬ダー  

ほ330万～390万円（うち30万円は改段報酬；昭和5フ年），  

勝田戯輩衆行組合では237万～3Z8万円（うち30万円がや  

はり改良報酬；昭和56年）となっている瑚。さらに地産  

楽就業所得と比較するならば，30～50成代の男子給与と  

してAN常戯組合の水準の低さば明らかである。   

この低貸金は借入金を早期に返済し挙莱が軌道にのる  

まで月給10万円で乗り切るう，という組合鼠の合意に基  

づいた組合長の方針によるものである。このような発想  

は，労働費を過小評価することによって危機をのりこえ  

るという／j、腱家族経常の行軌様式が，そのまま残ってい  

ることを示しているように思われる。確かに，低賃金は  

経営が未だ安定的な状態にない場合，あるいはなんらか  

の危機に麗而した場合，それらを克服する上で極めて柔  

軟な対応策を拉供するものである。   

しかし財務譜表の作成により，それなりの純利益虜る  

いは付加価楢があがっていることば明らかである。給与  

引き上げにせよ，出資配当にせよ，組合夙に対する適正  

な所得分配を検討し渡す必要がある。仮りにAMCと同  

様の組付加価値人件費率を採用するならば，1人当たり  

給与は昭和57年の場合293万円まで支給増経である。た  

だし総資本利益率は7．5％まで低下する（AMC47～55年  

平均11．0々％）。組合夙に射し他虚業並みの所得確保を  

因っていくことば，「経営」的自立の必要灸件であり，  

より晶層の経常的努力が盟怠れるところである。また，  

現在の給与水準では，後継者として若い年代の繊冶牒の  

加入を求めていくことが，とりわけ阻難と恩われるから  

である。   

現在のところ，貸金に対する組合艮の不満は出ていな  

い48）。所得以外の経済的メリット（誘因）としては，組  

合員は作業料金が半額程度に割り引かれていること，白  

已の水田の防除・施肥等も組合員の共同作紫で行なえる  

こと，等があげられる。そこで，次に労働力確保の非経  

済的要因について考察してみる。  
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敦24 圧縮記帳にともなう摘益比較  
単位：閏  

川予Ⅰ    2，547，707  2，547，707  6，793，804   

当期純利闇‖    5，188，162  5，舶4，771  ユ2，923，015   

卦期純利益Ⅷ  2，640，455  2，947，064  6，129，21】   寸l∴ 二曙i‡芸‡    昭和56年 い酬j57年  計  減価ノ償却費Ⅰ  1，871，864  2，893，673  2，950，673  7，716，210  減価償却費II  3，570，254  5，d41，380  5，498，380  14，510，014  
注1）Ⅰ、Ⅰ－は、圧縮紀帳を行なった場合、工Ⅰ、H’は、圧縮記帳を行なわ  

なかった場合である。  
2）計は、57年透りj来における減価機粛引当金と未処分剰余金を示す。  

係の保持が必要であるd8）。このような点から，営戯組合  

の資本維持の爽態を検討してみよう。   

まず圧縮紀曜の関越がある。圧縮紀機の関越点は，か  

って指摘したように刷，袈体資本が維持されないことで  

ある。   

そこで腎虚組合における減価償却費の不足分を劉・絆し  

たのが袈24である。昭和57年では，圧縮記帳を行なった  

帳簿上の減価償却費が295万円なのに対し，行なわな  

かった場合は550万円である。その差額分255万円が純利  

益より敢低確保されるべき金額となる。減価償却費の不  

足分を輔うだけの純利益は十分あがっており，そのすべ  

てを内部留保としているので，この点は問題ない。しか  

しこの利益処分の方法は，資本維持におけるもうひとつ  

の問題点を含んでいる。   

資本の名酎蕗覇を維持するだけならば，減価償却費の  

費用化で〟応挙足りるが，インフレーションの場合，あ  

るいは規模拡大を図る場合，自己資本だけでほ調速でき  

ないこともある。このような時，その不足分を長期債人  

金（固定負磯）で賄うことば棲めて扇般的に行なわれる  

ことであり，財務の安全性も高い。そこで問題なのは，  

営盛観合の盛期借入金に対する認執のしかたである。組  

合員への聴き取りでは，「借金は早く返してしまいたい  

（好ましいものではない）」と嘗った肇えや，槽入金の返  

済を費用とみる向きがあった。純利益がすべて内部留保  

されていたのも，長期借入金の繰り上げ償還を目的とし  

たものであった。当然，そのような方法は栗本管理の期  

間的・金相聞バランス関係を偏すものであり，結果とし  

て低質金，頸蘭麿という組合員への所得分配を圧迫する  

ものとなっている。すなわち，より大きな問題点は企莱  

的な哲男ま会劉・に対する認織が不十分なことである。組織  

維持に関しては，社会的い心理的要因が少なくないわけ  

だが，こと経営それ自体で考えた場合，経営の維持・発  

展ほ娩争に打ち勝っていくことである。そのためには，  

より企業者的な考え方も取り入れていくよう喜こ，発想の  

袈25 補助金がなけ場合の当期純利益の比戯  
車樟：ltj  

萌‡芝！  
て†∴ ぺ    昭和55年   昭和5締 昭和5棒   

当 期 純 利 孟友 A  2，240，082   5，188，162 5，494，771   

（エ）董鮎  控除儲ほ   2，728，080   3！920，627  3，920，627   

‡ ‡ 紋 補 助 な  
し  当期純利益 C＝ニA－B   △488，000   1，267，535  1，574，144   

＝川町肋  0   1，987，000  1，337，000  

のな 報ぎし   2，240，082   3，201，162  d：，157，771   

（Ⅰ）も  持 椋 柚 ドニH＋＝   2，728，080   5，907，627  5，257，627  

もな 庄！）し  当期純利益 G＝ニA血F   △488，000   △719，465   237，144  

注 1）（Ⅰ）は、固からの独紋補助がなかった場合、服闇、町からの運営補助がなかった場合、  

教授は両方ともなかった場合である¢  
2）圧縮記帳を行なわないことによる減価償却費の傾正分。嚢24による豊  

3）建設補助22，882，000閏に対して、利率6％の制度金融を借りた場合。   
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怒換竃囲わていくことが濃要な意味を持つと思われる。   

ここで補助金の問題について簡単に倒れておこう。経  

常のl至i立化のためには，できるだけ補助金なしで資本の  

維持を因っていくことが望ましい。そこで，補助金が凝  

かった癌合，営戯組合の当期純利益がどうなるかを銑界  

したのが袈25である。やはり，固からの建設補助，附か  

らの遜営補助は，収益性の安産に大きな影響を与えてい  

る。では，補助金がまったくない場合，はたして経営の  

維持は可能であろうか。固からも役場からも補助がな  

かったとすると，常戯組合の当き鬱j純利益は昭和55年より  

△488，000閂，△719，465円，237，144円となる。敢低の  

資本維持のためには，赤字にさえならなければよいのだ  

が，収益性は怒くなる。しかし，この計算結果の判断に  

際しては，次の点に注思する必要がある。先の計鮮ほ，  

常葉収益を変わらないものとしている。常戯組合の作業  

料金ばかなり安いものであるが補助金庵しの状態で原価  

言十静をして，料金単価を鋏めればもっと高くなるであろ  

う。また，用いられた純利益凝労働力の完全焼燃が未だ  

不十分な状態におけるものである。今後，より企灘的な  

活動を行なっていき，年間労働目数の向上に努めるのな  

らば，軍楽汲の拡大の余地はまだまだ大きいと思われる。  

このような点を考慮すると，委託裾要が十分存在すると  

いう前提において，補助金なしで経常の維持を因ってい  

くことはけして不可能でばないと思われる。少なくとも，  

次期の固定整魔の更新を補助金なしで行なうことば，表  

25でもみたように，現在の収益性を維持するのならば十  

分可能である。  

ⅤⅠⅠ．考  察  

AN常腰紐合の結成は，行政側の指導，援助をこ基づく  

ものであった。鶴JL土地区は閉場盤礫率栄を契機として賓  

託詔要の増加が見込まれていたが，個人の受託者が育ち  

にくい地域環境にあり，行政指導による組合結成ば受当  

なものであったと思われる。   

次に，これまでに明らかになった営戯組合の経営体と  

しての来態は仁企楽的な側蘭と非企業的な側面とが併存  

するものであった。企業的側面とは，独立した会計主体  

が存在し仙窟程度の純収益を追求しうる性格を持ってい  

ることト経済軍楽体として現実にかなりの乗組をあげて  

いること，等である。血涙方非企薬的側面とは，仲間集団  

や共同経営ほみられるような非階層性及び平等性であり，  

あるいは時として見受けられる／j、戯家族経常的行動様式   

である。現在のところ，両者は対立関係にあるというよ  

りも，むしろ補完関係を保っているとさえいえる。今後  

この2側面が互いに矛盾なく展開していくものなのかど  

うか，興味深いところであろう。  

「経常」的自立の条件についての考察では，次の2つ  

の問題点が明らかにされた。ひとつは賃金水準の低さに  

伴う後継者確保の問題である。現在の組合員は，常戯組  

合1ヨ体の採算を優先させ，また非経済的輩因も蕊なって  

低唐金の不満はでていない。しかし50歳盲抒彼の組合鼠が  

3名おり，若い組合眉の参加を求めていくには貸金の」ニ  

昇が不可欠である。   

三つめは組織体としてはともかく，経営体として経済  

社会の親等りこ鎮き残っていくためには，余栄的な考え方  

や企業者蘭カがより必輩とされる点である。経営として  

の自立性は次第に高まっているものの，補助金なしに資  

本維持を図り，かつ組合員に十分な給与を楳博していく  

ためにば，より企業的な活動が求められることになろ  

う。   

朝土地区では，受委託の進行が今後とも見込まれてお  

り瑚，営戯組合の社会的蛮稟性は少なからぬものがある。  

経営としての維持・発展を図っていくことの必要性は，  

洲層嵩まっていくことであろう。  

注   

1）村松功巳「戯業鑓避組織の推移と構造変化」。磯辺  
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